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【手続補正書】
【提出日】平成23年6月27日(2011.6.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
配列番号４に示されるアミノ酸配列からなるポリペプチドに特異的に結合する、単離され
た抗体。
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【請求項２】
配列番号１３に示されるアミノ酸配列からなるポリペプチドに特異的に結合する、単離さ
れた抗体。
【請求項３】
モノクローナル抗体である、請求項１に記載の抗体。
【請求項４】
モノクローナル抗体である、請求項２に記載の抗体。
【請求項５】
組み換え抗体である、請求項１に記載の抗体。
【請求項６】
組み換え抗体である、請求項２に記載の抗体。
【請求項７】
ヒト化抗体である、請求項１に記載の抗体。
【請求項８】
ヒト化抗体である、請求項２に記載の抗体。
【請求項９】
完全ヒト抗体である、請求項１に記載の抗体。
【請求項１０】
完全ヒト抗体である、請求項２に記載の抗体。
【請求項１１】
ヒト／マウスキメラ抗体である、請求項１に記載の抗体。
【請求項１２】
ヒト／マウスキメラ抗体である、請求項２に記載の抗体。
【請求項１３】
以下：
（ａ）配列番号１３に示されるアミノ酸配列の１１以上の連続残基を含む単離されたポリ
ペプチドであって、該ポリペプチドは、該ペプチドのカルボキシ末端に、アルギニン－フ
ェニルアラニン－アミドモチーフを含み、該アルギニン－フェニルアラニン－アミドモチ
ーフは、配列番号１３に示されるアミノ酸配列を含むポリペプチドのＲＦＧ（Ｋ／Ｒ）モ
チーフにおけるタンパク質分解切断から得られる、ポリペプチド；および
（ｂ）配列番号１５～１８から選択されるアミノ酸配列を含むか、または、配列番号５～
１１から選択されるメンバーに示されるアミノ酸配列からなる単離されたポリペプチドで
あって、該ポリペプチドは、該ペプチドのカルボキシ末端にアルギニン－フェニルアラニ
ン－アミドモチーフを含む、ポリペプチド
からなる群より選択される単離されたポリペプチドに特異的に結合する、単離された抗体
またはその抗原結合フラグメント。
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